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利用・用途・応用分野

オキシム化合物のベックマン転位反応によるアミド化合物の製造

目的・課題 解決ポイント

シクロヘキサノンオキシム
のベックマン転位反応は、
進行し難く、解決方法が求
められている。

【アミド化合物の製造方法】
オキシム化合物をベックマン転位反応させることによ
りアミド化合物を製造する方法にて、イッテルビウムト
リフラート又はサマリウムトリフラートであるトリフラー
ト化合物及びトリフルオロメタンスルホンイミドの存在
下で、又はホウフッ化コバルト六水和物の存在下で、
ベックマン転位反応させることを特徴とする製造方法。
イッテルビウムトリフラート又はサマリウムトリフラート
であるトリフラート化合物及びトリフルオロメタンスル
ホンイミドの存在下で、ベックマン転位反応させること
を特徴とする製造方法。
ホウフッ化コバルト六水和物の存在下でベックマン転
位反応させることを特徴とする製造方法。研究概要・アピールポイント
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 触媒量のルイス酸等を用いて、オキシム
類のベックマン転位反応が可能です。

 強酸を多量に用いる必要はありません。

 従来法では困難なシクロヘキサノンオキ
シムの転位反応にも有効です。

 反応後の処理方法を工夫することで、公
報記載の実施例よりも高収率で生成物を
得ることが可能です。

 他の触媒と組み合わせて使用すると、
より効果的です（関連する発明が複
数あります）。

 関連する発明の中で、構成要素が最
も少ない、基本となる発明です。
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